
☎ FAX

1.　運営方針

2.　施設の特徴

3.　利用者の状況 （2022/4/1現在）
① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者 ③ 平均年齢 ⑤ 重複障害の状況

④ 各障害手帳等級別 （人）

⑥ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑦ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）

人数 32  4  16  6  1  4  8  1  2  2  1  1  

2022/4/1現在

施設・事業所名 姫島こども園 施設・事業の内容
児童発達支援センター
放課後等デイサービス

法　人　名 (社福) 水仙福祉会 利　用　定　員 児発：30人／放デイ：10人

TEL/FAX 06-6472-6001 06-6472-6002 設 置 年 月 日 平成27年5月1日

一人ひとりが、身近な大人との基本的信頼関係を通して興味や経験を広げ、意思や気持ちを豊かに表現し、自尊感情や自信を
もって成長していけるように支援します。また、子どもが家族の一員としていきいきと生活していくために、家族の抱える悩み
や困難に対して相談に乗り、母親その他家族がゆとりをもって子育てできるように援助します。就園児や就学児には、通園先や
学校と家庭とが良い関係を築けるよう支援します。

毎日クラスは、月～木を単独通園で受け入れ、保育者との信頼関係を基盤に興味や関心を広げ、子ども同士の関係を築きます。
金曜日の親子通園では、保護者相談などを通して子どもの気持ちに寄り添う関わり等を共に考え、気持ちの通じ合う関係作りに
努めます。また１、２歳児の小さい子ども向けに、親子で短時間過ごす週２回の親子クラスを設けています。週１回の就園児ク
ラスや放課後等デイサービスでは、通園先や学校、家での様子などを保護者と確認しながら、本人の意欲や自立心が培われるよ
う取り組んでいます。

年齢 就学前 小学校 中学校

郵 便 番 号 555-0033 ホームページアドレス http://suisen.or.jp/himejima_kodomoen/

所　在　地 大阪市西淀川区姫島6-3-33 Eメールアドレス himejima_kodomoen@suisen.or.jp

高校等 その他 計

64  

女 7  6  3   16  

男 28  26  9  1  

80  

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病患者等 男 6.7 歳 

計 35  32  12  1   

２障害重複 人

○ ○ 女 6.8 歳 ３障害重複 人

主たる障害 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A B1 B2 計

身
体
障
害

視覚障害 1  

肢体不自由

1  

聴覚・言語障害

 

 

その他の障害

内部障害

 

 

精神障害 4  3  

知的障害

7  

11  12  31  54  

 11  12  31  62  

入所施設
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 家族同居（一人暮らし）

入院

計  5  3    

死亡 その他 計
企業就労 通所事業所 学校幼稚園等 企業就労 通所事業所 学校幼稚園等

 H30     

 R1(H31)     

 R2     

 R3     

計

H30

R1(H31)

在宅 小学校 中学校 高校等 その他

R3

R2

阿
倍
野

生
　
野

浪
　
速

地
域
別

大阪市北部 大阪市中部 大阪市南部

西
淀
川

淀
　
川

東
淀
川

此
　
花

福
　
島

北
都
　
島

旭 港
住
　
吉

東
住
吉

平
　
野

城
　
東

東
　
成

鶴
　
見

天
王
寺

大
　
正

西
　
成

住
之
江

西
中
　
央

http://suisen.or.jp/himejima_kodomoen/
mailto:himejima_kodomoen@suisen.or.jp


⑨ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数 78  1 1   80  

４.　日課

時間 　 9 10 11 12 13 14 15 16 17

　

５.　週間スケジュール

６.　年間行事

７.　活動内容

８.　支援等の体制

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況

㎡ 階層 2 階建

㎡

室 室

11.アクセス

線 駅 徒歩 10 分

線 駅 徒歩 15 分

線 駅 徒歩 分

感染症対策
検温・手洗い・うがいの徹底／換気と消毒の徹底／マスク着用は大人は必須、利用児は可能な子どものみ／職員の自粛生活と利用児
家族への協力依頼／見学や実習受け入れ、行事などは緊急事態宣言等の状況に合わせながら検討し、可能な場合は密を避ける工夫を
しています。
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親子
まつり

秋の遠足 上映会 修了式

日中活動の内容
子どもの意思を尊重し、遊びや生活を通して、人とやりとりする力や豊かな感情表現等を育みます。また、季節感のある絵
本や野菜栽培などで周囲の環境や不思議に気づく感性が育まれるよう支援します。学齢児については、本人の思いを受け止
め相談に乗る、友だち同士の関係を調整する等も大切にしています。

12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

その他活動
誕生日会、ファミリーデイ、法人所有の自然体験施設を使った年３回の親子遠足（丹波篠山、
比良）、家族懇親会等を行なっています。

家族
会

組織していない

生活支援の内容
子どもだけに焦点を当てるのではなく、家族や学校など本人を取り巻く周囲の環境にも目を向け、「周囲の人と気持ちの通
い合う関係」が築かれ、主体的に生き生きと生活できるよう支援します。またグループ相談・個別相談・子育てセミナーな
どを通して、本人への家族の理解を深め、通園先や就学先の職員にも子どものことを伝えられるよう支援します。

レクリェーショ
ン活動の内容

運動遊び、感覚遊び、音楽、製作、知育玩具や見立
て遊びなど、年齢や興味に合わせて行ないます。夏
季はプールや水遊びを行ないます。

クラブ活
動の有無

なし
クラブ活
動頻度と
内容

医療体制 その他（補足欄に記載） 医療的対応 その他（補足欄に記載） 入浴サービス 提供していない

給食の提供 昼のみ提供 送迎 送迎を実施している 費用負担 食費と活動に生じた実費を徴収

最寄り駅からの略図

建物構造 鉄筋コンクリート造

敷地面積 1,785

建物延べ面積 97,107

補足
（医療・送迎・入

浴について）

看護師は配置していませんが、隣接する同法人運営施設の常勤看護師が必要時には対応します。毎日通園の児童には、
年２回の内科検診と年１回の歯科検診を実施、２か月に１回の運動発達相談を実施します。

地域との連携
地域振興町会に加入し、運動会・納涼祭などの行事に参加します。また、お餅つきに近隣の方を招く、福祉避難所として合同
避難訓練を行なうなど、地域との交流を図っています（昨年度はコロナのため上記はすべて中止）。西淀川区自立支援協議会
を通して、地域の小学校・支援学校・幼稚園・保育所・児童発達支援事業所等と情報交換を行なっています。

ボランティアの状況 時々参加してもらっている 地域自立支援協議会 西淀川区・此花区自立支援協議会（こども部会・相談支援部会）に参加

車椅子用トイレ あり 公衆電話 なし

運動場 あり 入浴設備 シャワーのみ

活動室 休養室

エレベーター なし 階段手摺 あり

阪神なんば線福駅を出て、イズミヤの前のバス通りを東
へ300m。姫島浜公園手前の交差点を左折し、1つ目の
角を右折。100m先の西姫島公園の正面です。

併設施設 なし

阪神なんば 福

阪神本 姫島

給食
午後の活動

おやつ
送迎

就園児クラス
（火・金） グループ相

談
（月１回）

放デイ
午前グループ
（土曜日）

午後グループ
（土曜日）

平日利用（火・
水・木・金）

内
容

児発
（毎日）

単独通園 単独通園 単独通園 単独通園 親子通園 午前 デイ
午後 デイその他 親子クラス 就園児クラス・放デイ 親子クラス・放デイ 放デイ 就園児クラス・放デイ

月 火 水 木 金 土

児発 送迎
午前の活動

親子クラス（月・
水）


